
2023.7.1 2023.9.30

3 30 29 -1 2

3 34 34 0 1

3 25 25 0 4 2023.7.1 2023.9.30

89 88 -1 7 3 74 75 1 12

3 19 19 0 2 3 44 42 -2 10

3 26 25 -1 1 4 45 46 1 3

3 39 39 0 2 3 15 16 1 1

3 85 84 -1 6 3 15 15 0 3

169 167 -2 11 2 7 7 0 0

3 19 19 0 1 200 201 1 29

4 34 36 2 1 2 16 17 1 1

3 34 34 0 3 3 11 11 0 0

4 87 92 5 1 3 12 12 0 2

5 12 12 0 1 3 59 59 0 4

3 16 16 0 0 3 16 20 4 2

3 24 24 0 4 114 119 5 9

3 26 27 1 2 3 59 59 0 2

252 260 8 13 3 29 32 3 2

3 119 129 10 3 4 26 29 3 2

3 18 21 3 2 3 49 49 0 2

4 37 37 0 6 4 25 25 0 2

2 36 38 2 0 2 10 10 0 1

3 47 46 -1 8 198 204 6 11

3 38 38 0 6 4 63 71 8 3

4 34 35 1 3 3 30 32 2 3

329 344 15 28 2 35 35 0 1

3 109 110 1 2 4 14 14 0 0

2 11 11 0 3 3 9 9 0 0

4 59 60 1 4 4 22 22 0 2

3 21 21 0 6 173 183 10 9

3 82 82 0 5 2 9 9 0 0

2 12 13 1 3 4 56 55 -1 1

2 10 11 1 1 3 35 35 0 7

3 25 25 0 6 1 11 11 0 1

329 333 4 30 4 11 12 1 0

3 24 24 0 1 122 122 0 9

3 32 33 1 3 2 29 29 0 3

4 74 76 2 5 4 59 59 0 3

5 52 51 -1 3 4 32 33 1 8

3 11 11 0 1 3 26 26 0 2

3 9 9 0 0 146 147 1 16

4 38 38 0 3 2,361 2,410 49 188

240 242 2 16

9

10

11

12

69

2

1

7

3

4

5

8

6

９月会員数・例会数報告

日本人はなぜロータリーに惹かれたのか、そして今は何に惹かれるのか

第 2地域 ロータリー財団地域コーディネーター 伊藤 靖祐（江南 RC）

1905年に生まれたロータリーが 1920年の東京ロータリークラブ創設以来、日本人はなぜロー

タリーに惹かれたのか。 職業の基盤に奉仕の概念を置く考え方は魅力的であったのではないで

しょうか。また、自治の精神にも惹かれたのでしょう。お上に従っていればよかった時代から、近代

化のためには自分で考え行動する必要があり、民主主義の考え方の広まりとともに、自立の気風に満ちたロータリーは

日本の実業界のリーダーに受け入れらました。また、英語のやりとりが新鮮であったと推測できるだけでなく、世界の同

じような立場の人たちが同じ理念で仲間となることも魅力であったのではないかと考えます。ロータリーを通じてグロー

バルに考えること、世界とつながることは現在よりはるかに魅力的だったはずです。

20 世紀初めには日米ともに所得格差は非常に大きくごく一握りの人々に富が集中していたのが、ロータリー精神発

展期である 1920 年代、1930 年代にこの格差がリーダーの理想主義によって急速に狭まりました。しかし、アメリカで

は黄金の 1960 年代が過ぎ、1970 年代終わり頃から再び格差が新自由主義の名の下に大きく広がり始めました。日

本も経済構造的にはアメリカの影響を受けていますが、所得格差の面では、まだ平等性が残っていました。このことと並

行するように、アメリカのロータリーで盛んであった職業奉仕の理念が高潔性という言葉を残して下火となりましたが、

日本では職業奉仕こそロータリーの金看板という考え方が強く受け継がれています。しかし、今の国際ロータリーの考え

はそうではありません。

それでは、今、日本人はロータリーの何に魅力を感じるのでしょうか。大きな魅力の一つが、ロータリー財団の活動だ

と思います。一人ではできないことでも“Together”すればできることが魅力です。ビジョン声明そのものです。ロータ

リー財団は戦略計画の財務と企画部門の役割を持ちます。イリノイ州の非営利法人という位置づけで、国際ロータリー

とは別組織になっていますが、ロータリー財団ではシェアシステムによりDDF＋WFのグローバル補助金を使い「より大

きなインパクトをもたらす」（優先事項）ができるのです。ロータリー財団には、ポリオプラス、ロータリー平和センター、

VTT（職業研修チーム）、ロータリー奨学生と魅力ある価値を地域に国に世界に届けることができるという大きな魅力が

あります。広報機能を持つ RPIC、マーケティング機能持つ RC とともに、RRFC としてロータリーの価値を高めロータ

リー財団のmomentを最大化しロータリーの魅力の創造に務めGrow Rotaryにつなげていきたいと思います。
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